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平成26年5月市会一般質問要旨

平山よしかず議員（公明）

西京区選出の平山よしかずです。曽我修議員に続いて公明党京都市会議員

団を代表し，市政一般について質問します。公明党は本年11月17日に結党

50年を迎えます。草創の諸先輩議員から一貫して，市民相談を通じて生活者

の声を政治に届ける活動を続けてきました。私自身，昨年来改めて地域での

ミニ懇談会を重ねながら様々なお声を戴いてまいりました。本日は，多くの

お声をもとに，防災，福祉，まちづくりに関して市長並びに関係理事者に質

問します。どうか誠意あるご答弁をお願いいたします。

(被災地支援を活かした地域防災力の向上について）

最初に震災復興への取組と地域防災力の向上について質問します。

今年3月11日現在で犠牲者が1万5,884人にのぼり，いまだに2,633人も

の方々が行方不明となっている東日本大震災から3年が経過をしました。こ

の4月5日，6日には三陸鉄道が全線再開し，被災地の方々の希望を乗せて走

るという明るいニュースがありました。復興庁によると，現在は，福島県の

一部を残して震災がれきの処理が終わり，また，国道もほぼ復旧するなど，

インフラ社会資本整備がかなり加速してきました。しかしながら，生活の基

礎となる住宅の再建はまだまだ不十分で，いまだに約27万人の方々が避難生

活を送り，そのうち約10万人の被災者がプレハブ仮設住宅での生活を余儀な

くされています。政府の住宅再建工程表に沿って，着実かつ加速度的に住宅

の自力再建や高台移転，復興公営住宅の整備を進めていくことが，全ての被

災者が普通の生活を取り戻していくための最重要の課題です。同時にいま，

復興を妨げているのが被災地で吹いている「風化」と「風評」の二つの逆風

です。

公明党は党復興加速化本部を設置し，現場の実態，被災者の気持ちに即し

た復興加速の取組みを進めています。そのなかで被災地を襲う風化の風に抗

う一手として，『人間の復興へ』と題する党主催の巡回写真展を，今年3月，

仙台国際センターの特設会場からスタートさせました。これは発災直後から

公明新聞が撮りためてきた被災地写真のパネル展示を通して，東日本大震災

を忘れずに被災者に寄り添い続けることの大切さを訴えるものです。写真パ

ネルを観た人々からは「涙が止まらなかった」「苦難のなかで子どもの明るい
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